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���ワイヤレス・センサ
の�み�り

��

Magnus®−S ICを��した、オン・セミコンダクタ
ーの��ワイヤレス・センサは、RF��で��し
たインピーダンスを�すセンサ・コード、センサ・
タグがリーダから��している�を�すオンチッ
プRSSIコード、ダイの!"な#$%&'に()*+
な#$コードのうち,-3つの./0123をリー
ダに4します。56ではこれらのコードを%み&る
78について9:します。

センサ・タグ・モデル��の��

センサ・コード、オンチップRSSIコード、#$コ
ードは、センサ・タグ・メモリ=で3つの>なるワ
ード・アドレスに?@されます。このアドレスはA
BCのMagnus−S ICのタグ・モデルFGによってH
まります。タグ・モデルFGがIJにわからないK
Lは、MNClass−1 Generation−2 UHF Readコマンドを
ABして、TIDメモリ・バンク(バンク2h)=のワード
1h (16QR)を%み&ってHSできます。

タグ・モデルFGは4Tの16QRになります(セン
サ・タグ・メモリ=では、どのワードも2バイトV
です)。,WX3Tがセンサ・データのアドレスをH
Sします。Yえば、402Ehという'が&ZされたK
L、センサ・データは[�で\]の^が402hになっ

ている_で`つかります。

センサ・コードの�み�り

センサ・コードは、MNClass−1 Generation−2 UHF
ReadコマンドをABしてタグから%み&ることがで
きます。Jaのように、メモリXbはタグ・モデル
FGによって>なりTable 1にcされています。

Table 1. LOCATION OF SENSOR CODE VALUE

Tag Model Number Starts with Memory Bank Word Address

401h USER (Bank 3h) Bh

402h RESERVED (Bank 0h) Bh

403h RESERVED (Bank 0h) Ch

センサ・コードは、5ビット'または9ビット'で
あり、タグ・モデルFGによって>なります。ワー
ド=のeりのビットは0です(Table 2)。

Table 2. NUMBER OF BITS USED IN SENSOR CODE

Tag Model Number Starts with Number of Bits Used in Sensor Code

401h, 402h 5

403h 9

オンチップRSSIコードの�み�り
オンチップRSSIコードは、5ビット'(10QRで

0〜31のfg)であり、センサ・タグが��した�
hをcします。'が-きくなるほど、��した�
レベルが-きいことをcします。オンチップRSSIコ
ードは2ステップのプロセスで%み&ることができ
ます｡

1.MNClass−1 Generation−2 UHFのSelectコマン
ドをm�し、オンチップRSSIコードがnSス
レッショルドより-きい、qさい、またはr
しいすべてのセンサ・タグにstします。

2.MNClass−1 Generation−2 UHFのReadコマンド
をm�し、�スレッショルドuNをvたす
wSのセンサ・タグにxyするオンチップ
RSSIコードを&Zします。

このプロセスをsじて、��している�hにy
じてセンサ・タグをフィルタして、�レベルが、
インベントリ・ラウンドのリマインダにxするwS
スレッショルドより-きいまたはqさいタグをy|
させないようにすることができます。��した�
hに}~なくセンサ・タグがy|するように�Sす
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ることも*+です。この��については、�[のY
で9:します。
センサ・タグがTable 3に��するパラメータが�
SされたSelectコマンドを��すると、オンチップ
RSSIコードが��されます。このコード'がスレッ
ショルドより-きいかqさいかに}~なく、コード

'はセンサ・タグの���メモリに?@され、リー
ダ�Gがオフになるまで��されます。ただし、
��のReadコマンドにy|するには、Maskパラメー
タ(Table 4)がオンチップRSSIコード'に��してい
る��があります。

Table 3. ON-CHIP RSSI SELECT COMMAND PARAMETERS

Tag Model Number Starts with Memory Bank Pointer Bit Address Mask Length Mask (Table 4)

401h, 402h USER (Bank 3h) A0h 8h M[7:0]

403h USER (Bank 3h) D0h 8h M[7:0]

Table 4. BIT MASK FOR ON-CHIP RSSI SELECT COMMAND

Mask Bit M7 M6 M5 M4 M3 M2 M1 M0

Bit Value 0 0 0: Match if Code is ≤ Threshold
1: Match if Code is > Threshold

5-bit Threshold
Most Significant Bit First

Yえば、センサ・タグの���hに}~なく、
マスクがセンサ・タグに"�に��するようにする
には、マスクのビット5を0に�Sし、スレッショル
ドを,-'11111に�Sすると、00011111 (1Fh)とい
う8ビット・マスクがZられます。センサ・タグが

SelectをvたすKLは、Table 5にcすアドレスを�S
したReadコマンドをABしてオンチップRSSIを&Z
できます。ワードの,[X5ビットがコードで、
ワード=の�のビットは0になります。

Table 5. LOCATION OF ON-CHIP RSSI CODE VALUE

Tag Model Number Starts with Memory Bank Word Address

401h USER (Bank 3h) 9h

402h, 403h RESERVED (Bank 0h) Dh

%&コードの�み�り

Magnus−S3 ICは��$#$センサと�みLわせて
ABできます。センサは#$コードを��します。
#$コードは��#$'に()できます。この�+
が�Bできるのは、タグ・モデルFGが403hで�ま
るMagnus−S ICのみです。
オンチップRSSIコードのKLと��、#$コード
の%み&りはMNUHF SelectコマンドおよびReadコ
マンドを��とする2ステップ・プロセスです。

1. Table 6にcすパラメータを�Sして、MN
Class−1 Generation−2 UHF Selectコマンドをm
�し、#$センサを�� するとともに#$
コードを¡¢します。

2.MNClass−1 Generation−2 UHF Readコマンドを
m�して、Table 7にcすXbにあるセンサ・
タグ・メモリから#$コードを&Zします。

Table 6. TEMPERATURE CODE SELECT COMMAND PARAMETERS

Tag Model Number Starts with Memory Bank Pointer Bit Address Mask Length Mask

403h USER (Bank 3h) E0h 0h Empty

センサ・タグがSelectコマンドを��した£、¤の
Table 7にcすメモリXbで#$コードが%み&れる

ようになります。#$コードはワードの,[X12ビ
ットを¥¦しています。�のビットは0です。

Table 7. LOCATION OF TEMPERATURE CODE VALUE

Tag Model Number Starts with Memory Bank Word Address

403h RESERVED (Bank 0h) Eh

��$の#$コードを&Zするには、Selectコマン
ドの£に2 msの§¨©をm�してから、リーダがそ
れ��のコマンドをm�します。このª«により#

$センサ¬が®¯する°±を"²できます。どん
な°にもSelectコマンドとReadコマンドの±でリー
ダの�を³らないでください。
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#$コードは、´センサ・タグ./のµ!データ
に¶ってスケーリングすると、��$の#$�S'
に()できます。#$�SxyのMagnus−S3 ICは、
ユーザ・メモリ・バンクの,£の4ワード(8h、9h、

Ah、Bhの´ワード)にµ!データがIJにロードさ

れています。これら4ワードつまり64ビットは、2º
の»¼µ!を�aする6½のデータ・フィールドに
¾�されています。Table 8にこれらのフィールドを
�¿し、メモリ=でのXbをTable 9にマップのÀで
cします。ここでは、いくつかのフィールドがワー
ドÁÂにまたがっていることがわかります。

Table 8. ORGANIZATION OF TEMPERATURE CALIBRATION DATA

Field Name
Starting Bit

Number (MSB) Number of Bits Description

CRC 80h 16 CRC−16 Applied to the Remaining 48 Calibration Data Bits

CODE1 90h 12 Temperature Code Measured at the First Calibration Temperature

TEMP1 9Ch 11 (First Calibration Temperature ni Decimal Degrees C) × 10 + 800

CODE2 A7h 12 Temperature Code at the Second Calibration Temperature

TEMP2 B3h 11 (Second Calibration Temperature ni Decimal Degrees C) × 10 + 800

VER BEh 2 Calibration Format Version Number (Set to 0h)

Table 9. LOCATION OF TEMPERATURE CALIBRATION DATA IN USER BANK

Word
Address Label Bit Description

8h

Bit Address (Hex) 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 8A 8B 8C 8D 8E 8F

Filed Description CRC[15:0]

9h

Bit Address (Hex) 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 9A 9B 9C 9D 9E 9F

Filed Description CODE1[11:0] TEMP1[10:7]

Ah

Bit Address (Hex) A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 AA AB AC AD AE AF

Filed Description TEMP1[6:0] CODE2[11:3]

Bh

Bit Address (Hex) B0 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 BA BB BC BD BE BF

Filed Description CODE2[2:0] TEMP2[10:0] VER[1:0]

CODE1およびTEMP1フィールドは、,�のキャリ
ブレーション°ºで�Sされた#$コードと�Åの
#$を�しています。CODE2およびTEMP2フィール
ドは2FÆのºにおける#$コードと#$を�して
います。これらの2ºは#$センサの»¼y|をn
Sし、�Sされた�のすべての#$コードにおける
µ!Çみ#$を¡¢するÆÈでABされます。

VERフィールドは2ビットのバージョン・コードを
?@するもので0hに�Sされています。CRCフィー
ルドにはµ!データ=にある�の48ビットをxÊと
して¡¢された16ビットCRCがあり、EPC �  

Generation−2 UHF RFID Specification, Annex F.2でSË
さるCRC−16と�じÌ�に¶います。

TEMP1およびTEMP2フィールドはVさ11ビットÍ
GなしÎRです。10QRで��したTEMP1または
TEMP2フィールドにxして、¤ÏをÐBするとこれ
らの'を#$(��ÑX)に()できます。

(eq. 1)Calibration Temperature in  C �
TEMPx � 800

10
°

ある#$コードCをµ!Çみ#$(��ÑX)に()
するには¤ÏをÐBします。ここで、'はすべて10
QRです。

Temperature in  C �
1

10
� ��TEMP2 � TEMP1

CODE2 � CODE1
� (C � CODE1)� � TEMP1 � 800	 (eq. 2)°
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ユーザ・メモリ・バンク=の8h、9h、Ah、Bhの´
ワードがそれぞれBD9Fh、88A7h、E147h、および

7900hで%み&られたとします。オプションですが、
CRCワードが�Åのデータと��していることを"
ÒするのはÓいÔえです。88A7E1477900hをCRC−16
アルゴリズムにØえると、��されるCRCのÙÚは
BD9Fhになります。これはµ!データに?@されて
いるCRCワードに��するため、µ!01は¦Ûで

す。CRCワードを��するためのサンプルC#コード
を、56の「サンプル・コード」セクションにcし
ます。

eりの3ワードを3Üすると、CODE1 = 88Ah、

TEMP1 = 3F0h、CODE2 = A3Bh、TEMP2 = 640h、

VER = 0h (Figure 1)になります。10QRでは、
これらの'はCODE1 = 2186、TEMP1 = 1008、
CODE2 = 2619、TEMP2 = 1600、VER = 0になり
ます。

Figure 1. Unpacking Calibration Words into Fields

#$�Sを_ったところ、#$コードが10QRの
2315とstされたとÝSしましょう。この'を、

�のÞßするµ!フィールド'とともにWÏにà�
すると、¤のように#$がZられます。

Temperature in C �
1

10
� ��1600 � 1008

2619 � 2186
� (2315 � 2186)� � 1008 � 800	 � 38.44 C (eq. 3)°°

10QRのTEMP1'から800をá¢して10でâ¢す
ることにより、,�のµ!が�ãされた°ºの#$
をäめることもできます。

(eq. 4)
1008 � 800

10
� 20.8 C°
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サンプル・コード

¤のサンプルC#コードは、ThingMagic RFIDリーダとThingMagic Mercury APIをABしてセンサ・コードとオ
ンチップRSSIコードを%み&る��をcします。

http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/home.do?currentSession=-1


AND9213/D

www.onsemi.jp
6

¤のサンプルC#コードは、Impinj SpeedwayリーダとOctane APIをABしてセンサ・コードを%み&る��を
cします。
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¤のサンプルC#コードは、EPC Generation−2 UHF RFID Specificationに¶って、CRC−16ワードを¡¢する�
�をcします。
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